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新渡戸稲造の目指した女子教育
藤 井 義 博
(藤女子大学 人間生活学部 食物栄養学科・藤女子大学大学院 人間生活学研究科 食物栄養学専攻)
新渡戸稲造は、家庭には妻の人格を認める必要性を訴え、婦人には人格を自覚することと
知識の必要性を訴え、家庭および教育界には婦人の失われた自尊心の回復の必要性を訴え、
学校には見越倫理の良妻賢母教育を脱することと思考の稽古の必要性を訴えた。日本の婦人
に、国家の上から見た自己、家庭の上から見た自己、個人としての自己という３つの自己の
側面を同時に生きることを求めた。個人としての自己は、沈思による内面的自己すなわち二
度目に生まれる自己であり、それは人間以上のものとの関係に生きる自己であり、いわゆる
世の道を離れても、自己の所信を貫き、自信のあるところを決行する自己であり、その意味
において天地の中に我一人なりと自覚するポストモダンの自律的自己であった。そして婦人
に、この世を愉快に思い感謝の念をもって楽しく送ることを求めた。一方、新渡戸稲造が男
子に求めた自己には、世界を以って大我とするモダンの自律的自己と世の道を離れても、自
己の所信を貫き、自信のあるところを決行するポストモダンの自律的自己とがあった。新渡
戸稲造の求めた女子人格像は、ポストモダンの多様性とともに世界を視野に入れた自己の自
律性が求められる現代においてもなお新鮮な人格像である。
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１．はじめに
後に世界的古典となる Bushido,the Soul of Japan:
An Exposition of Japanese Thought??を著し（1900
年１月初旬、出版）、日本の生きた道徳、倫理のあり方
を世界の中に位置づけた新渡戸稲造（1862～1933）の
多方面に渡る活動の展開の中には、教育家、社会教育
家としての姿と並んで婦人のための人生相談者、婦人
教育家としての姿がある。それは、長尾輝彦が示した
新渡戸稲造の生涯の12の時代区分??では、⑨ 一高校
長時代：1906-1913（44歳－51歳）および⑩ 大学教
授・学長時代：1913-1920（51歳－57歳）を特徴づけ
る新渡戸稲造の姿の側面である。明治39（1906）年に
第一高等学校校長となり、翌年、雑誌「実業の日本」
編集顧問として、また東京帝国大学法科教授も兼任し、
大正２（1913）年に第一高等学校校長を辞し、東京帝
国大学法科教授専任となり、大正７（1918）年に東京
女子大学の初代学長に任命されている。この間、新渡
戸稲造は、「修養」、「自警」、「婦人に勧めて」、「一人の
女」と題した本を世に出している。このうち「修養」
と「自警」は、男子を対象としたものであり、それぞ
れ1911年と1916年に実業之日本社から発行してい
る。これらは同社の編集顧問をしていた著者が、通俗
雑誌「実業之日本」に、毎月２回連載したものを集め
て１冊の本としたものである。とくに「修養」は、昭
和４年５月には137版に及ぶベストセラーとなり、当
時の青年層をはじめとして一般の人々に広く親しま
れ、多大の影響を及ぼした。一方、「婦人に勧めて」と
「一人の女」は婦人を対象とした著作であり、これらは
婦人のための人生相談者、婦人教育家としての新渡戸
稲造の側面を窺い知るための主要な資料である。
1.1.「婦人に勧めて」
「婦人に勧めて」??は、約10年にわたって雑誌「婦人
画報」に婦人に関する諸説を連載したうちから、46篇
の文章を取り集めて一冊にしたものであり、東京女子
大学学長に就任する前年の大正６（1917）年５月に東
京堂から出版された。その内容は、系統だった婦人論
ではなく、娘時代のこと、結婚のこと、家庭生活のこ
と、人および婦人としてのことなど、様々の方面から
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述べられた随想である。それは、「現在の我国の婦人煩
悶や、苦境や、或は欠陥を大部分解決することができ
はしないかと、常々思って居る」新渡戸稲造が、「多少
なりとも世の婦人のために益すること」を願って著し
たものである。
1.2.「一人の女」
「一人の女」??は、その大部分が３年間にわたって「婦
人世界」に発表され、その後加筆訂正されたものであ
り、大正８（1919）年７月、実業之日本社より出版さ
れた。本文は次の８項目より構成されている。すなわ
ち「何事にも慌てぬ強い婦人」、「男子を感動させた婦
人」、「前非を悔悟せる婦人」、「逆境に堪え得た婦人」、
「犠牲的精神を発揮せる婦人」、「泥中の蓮にも譬ふべき
婦人」、「男子にひしがれた婦人」、「堕落の淵に沈める
婦人」である。各項目は、人生論的な序説に続いて、
「一人の女があった」という言葉で始まる２ないし３例
の女性の身の上話より構成されている。そして各序説
の最後には必ず数種の和歌が添えられている。自序に
よると、登場する女性たちは、すべて実在する人物で
あり、著者の友人に「女性に深い同情を寄せている」
人があって、その人のところへ身の上相談に来た女性
たちが大部分である。この「友人」とは、著者自身の
ことではないかと神谷美恵子は推察している??。
Donald Rodenは、第１次世界大戦前には〝Ann Lan-
ders（45年間にわたって北アメリカの多くの新聞の人
生相談コラムニストを勤めた女性）"として熱心に活動
する男性はほとんどいなかったと述べ、女性のための
人生相談者としての新渡戸稲造の活動の特異性を指摘
する??。
1.3.「一人の女」の発表の動機
「一人の女 自序」において、その発表の主な動機が
説明される。すなわち世間にいるさまざまの婦人がそ
の欲することをしているのを見て、世人は一様に婦人
は罪悪を作る原動力であるかのように誤解するが、そ
の内部に立入って真底を洞察すれば、同情に値する人
も少くないという。このように観察すれば、「私は、如
何なる婦人をでも悪む気にはなれぬ」、「尊敬の念は起
らないにしても、同情を以て接することだけはできる」
と述べ、同じ感を世人も持ってもらいたいという。さ
らに、同情を超えて、「これらの婦人のことを見るにつ
け、はた聞くにつけ、婦人に対する考は愚か、人生観
まで多少変って来た」と述べ、次のように続ける：「と
もすれば、私どもは世を果敢ないもののやうに観ずる
が、それは誤つてゐる。たとひ、千人の敵があらうと
も、隠れたる真の同情者一人あれば、その大敵に対抗
するのはさまで難事ではない。」女性から自分の人生観
を変容させられるほどの影響を受けた新渡戸稲造は、
そこまででなくとも、少なくとも、同情を以って婦人
に接してほしいと世人に願う。
1.4.新渡戸稲造が婦人に望むこと
「婦人に勧めて」と「一人の女」に述べられている人
生論、女性論は、矛盾するものではなく、根本的には
同じ精神のものである。神谷美恵子は、前者を婦人論
の総論とすれば、後者は各論としての症例研究である
と見ることもできようと述べている??。新渡戸稲造は、
「婦人に勧めて」の序において、「私一個人として婦人
に望むところ」として以下の３点を挙げる：１皮相的
ではなく、もっと根本的に男子を理解する、２感情的
にでなく、もっと理知的に進歩すること、３外面的で
なく、もっと内面的に一身を練る。この３点を補うこ
とによって、わが国の婦人の煩悶や、苦境や、あるい
は欠陥を大部分解決することができはしないかと、
常々思っていると述べる。この執筆目的の表明は、机
上の理想論ないしは原則論ではなく、婦人の相談者と
しての著者の経験から帰納された結論としての３点で
あることを示唆する。
２．本論の目的
本研究は、新渡戸稲造が婦人に望んだ上記３点の意
味を人格（パーソン）のあり方という視点から明らか
にする試みであった。
３．資料と方法
新渡戸稲造の著作のテクストとして、「新渡戸稲造全
集」全23巻、別巻２巻（教文館、1969～1993年）を用
いた。「婦人に勧めて」（第11巻、pp.7-220）は、全体
が系統だったものではないことから、記された内容を
検討し、類型化し、最終的に以下の６項目に分類した。
すなわち１男女それぞれの欠点、２理知的進歩の必要
性、３日々の心得、４女子の人格の姿、５女子の人格
の発展を妨げる要因、６形而上のことの理解、である。
新渡戸稲造の著作の略語について、「婦人に勧めて」
からの引用は括弧内にページのみで示した。その他の
新渡戸稲造全集（NIZ）からの引用は以下のように略し
て示した：「随想録」付録 講演集「教育の目的」は
「NIZ ５教育の目的」、「修養」は「NIZ ７修養」、「自
警」は「NIZ ７自警」、「西洋の事情と思想」は「NIZ
６西洋の事情と思想」。
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４．男女それぞれの欠点
ここでは、男子の欠点と女子の欠点についての新渡
戸稲造の指摘をまとめた。そしてそれぞれ欠点を有す
る男女が接する機会における問題として、男女交際と
男女混合教育についての新渡戸稲造の見解をまとめて
示した。
4.1.男子の欠点
⑴ 今日の男子は肉的娯楽の外に楽しみを知らない
こと
新渡戸稲造は、芸者なしには一夕の宴会が円満に終
わることのできない日本の社交界を情けなく思うだけ
でなく、その一声一笑に迷って多くの有望な男子が堕
落し、性病に感染し、そのために妻が泣き、さらには
母子感染により生まれてくる子供にも深刻な事態を引
き起こしていることの社会的責任を指摘する。そして、
芸者を廃することの出来ない根本原因を日本の男性の
人格の低さに帰する。即ち「今日の男子が意志薄弱で、
品性低く、加ふるに高尚の趣味無く、ただ喰ったり飲
んだりするの外に芸はなく、肉的娯楽の外に楽しみを
知らぬ故」であると述べる。（婦人に勧めて p.105、以
下ページのみを記載）
⑵ 昔の男子は女性を道具か玩弄品に過ぎないもの
とみなしていたこと
昔の男子の頭には、犬は家の外を守ると同様に、妻
は家の内を番する動物の如きものであり、女は人格の
ない道具か玩弄品かに過ぎないものであったと述べ
る。そのような考えがあるから、道具である妻よりも
むしろ美しい玩弄品である娼妓の方が面白いと、芸者
に溺れた男子が多かったと説明する。一方、今日の学
問を積んだ学士達が他日夫となって妻に要求する処
は、理解と同情とであるという。このような男子は、
道具や玩具のような女よりも、「人格高き婦人、即ち人
間らしい女」を要求してきたと、高等教育による男子
の変化を指摘する。（p.62）
⑶ 女性を穢らわしい者の如く思うこと
ある男子学校で年々運動会を催す時に、婦人のため
に相当の観覧席を設けるべきか否かの議論が沸騰した
ことがあった。そのとき男子の運動会に婦人席など必
要はないと論ずる人の言を聞くと、その人には「女性
は穢らはしい者の如く思われた」ことを指摘する。（p.
101）この逸話は、新渡戸稲造が第一高等学校の校長で
あったときの実話??を指していると思われる。男子の
運動会に婦人席を設けたいと思う彼自身の理由につい
て述べる：「世間の人は女と聞いてどんな感じがする
か知れませんが、私は女といえば直に母を連想します。
自分の幼かった頃、限りなき愛を注がれたことを思い
浮かべます。で、学校に運動会があれば、母のために
席を設けたい、成るべく敷き物までも薦めたい、子供
達の元気な所を見物させたいという心から、特に婦人
席を設けたいのであります」。ここに表明されている心
情は、実際に第一高等学校の運動会に婦人席を設けた
いと提案し受け容れられなかったときの新渡戸稲造の
本当の気持ちであると思われる。
⑷ 結婚して何等かの利益を得ようと考えること
新渡戸稲造が婦人から一番多く相談を受けるのは結
婚問題であるが、その中でも男にだまされて結婚した
というのが多いと述べる。そして、今の青年の間には、
金持の家から妻を娶って、妻の実家の金力によって、
何等かの利益を得ようという考えが勢力を占めている
様に見受けるという。（p.26）
4.2.女子の欠点
⑴ 男の外形だけを見て、表情―顔容に表れる真情
の流露を見ない
男という者をよく知らない女は、不徳義を企てる様
な男に限って、男振りが好いとか、外見が柔和である
とかいう有様であることより、直ぐだまされてしまう
という。（p.27）そして、男の外形だけを見て、表情―顔
容に表れる真情の流露を見ないからだまされるのでは
ないかと思うと述べる。女性は、男子の真の気持とか
人格とかを見るよりも先に、それを著す言葉なり手段
なりの巧拙に囚われ過ぎるのではないかという。新渡
戸稲造は、「もっと生生とした、真情に富んだ、活気の
ある、男らしい男」が、「ほんとうの美しい男」ではな
いかと表明する。そしてもしすべての女子が真に男ら
しい男を尊ぶようになれば、「男子の気風も期せずして
雄健に赴」くであろうから、女子をして男子に対する
好尚を一変させることは、女子自身を改善するのみな
らずして、男子をも化してその本性に立ち帰らせると
いう効果があると信じると述べる。（p.16）
⑵ 親を尊敬できない
明治43年の年の暮れに、ことに婦人の家庭の傾向を
振り返ってみると、深く憂えることとして、親を軽蔑
するという気風が漸次甚だしくなってきたように思わ
れると回想する。軽蔑するまでには至らなくても、少
なくとも親に対して尊敬を払うことができないと訴え
る婦人が多くなったのは、事実であると述べる。（p.81）
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⑶ 新しき女の消極性
新渡戸稲造は、「新婦人観」という項目において、当
時の青 社運動について言及する。世人の注意をひい
て来た近来の問題である「新しき女」は、一時の流行
的なものとは見ていないという。今の「新しき女」と
いわれる婦人は、明治30年頃の教育を受けた人達であ
ろうから、新しい思想を発表することはむしろ当然の
ことであろうと思うと述べる。日本の教育は明治の初
年頃から一変して、専ら西洋の学問を鼓吹して、今日
ではほとんど欧州化している。従来の婦人は男子の一
喝にあうとそのまま黙していたが、今日の女は黙って
はいないで、ある程度までは理屈をいうようになって
いる。そして明治の晩年から大正にかけての教育は、
なお一層進歩した欧風であるから、今日の学生である
女が、今後10年ないしは50年経てば、今の「新しき
女」よりも一層進歩した理屈をいうようになり、その
新しい思想を発表するようになると予測する。
しかし新渡戸稲造は、「新しき女」は、進歩した欧風
の教育を受けたから、進歩した理屈をいうようになり、
その新しい思想を発表するようになった婦人ではない
ことを指摘する。むしろ進歩した欧風の教育を受けた
婦人が進歩した理屈をいうようになったとき、婦人が
男子の一喝に会っても黙さずどこまでも理屈をもって
抵抗するようになったとき、男子はその自由を許さな
い、どうしても犠牲にしてしまおうと圧迫を加える。
そこで女はその圧迫から逃れ、犠牲から免れ、自由を
得ようとして、遂に世に叫ぶ声を婦人問題と称し、こ
の声がいわゆる「新しき女」として現れたのであると
説明する。そして「新しき女」の主張は、男子の圧迫
に対する反抗であって、虐待に堪えないとか、口惜し
いとかいうような叫びは消極的なものであると述べ
る。（pp.189-190）つまり「新しき女」の主張が reactive
な主張である点を批判する。そして今の「新しき女」
は、その行動があまりに奇抜に過ぎて、かえって自己
の主張を障害すると自重をすすめる。言い換えるとそ
れが reactiveな行動であるがゆえに奇抜になりすぎ
ることを戒めている。それゆえに新渡戸稲造は、「新し
き女」については、なるべくその説は聞き、採るべき
は採るが、過激なる所は和らげなければならないと判
断する。この態度は、「男よりも女の方が優しい心を
持っていますから、それだけ女は男より弱い、私はそ
の弱い者に対して、どこまでも保護したい気がします」
と述べる（p.205）彼の主張と矛盾しない。なぜなら新
渡戸稲造は、reactiveな感情は和らげ、proactiveな優
しい心を保護したいと表明しているからである。
4.3.男女が接する機会について
⑴ 男女の交際における中庸
日本の婦人は、結婚前には殆ど男に接する機会がな
く、従って男に関する知識がないために、たまに男と
接すると容易にだまされると説明する。（p.29）そして
長上の監督の下に日本の家庭でも今少し娘を人前に出
すことをすすめ、相当の監督と制限とを設けて、もう
少し男女の交際を広くすることを提案する。とはいえ
新渡戸稲造は、米国のように男女の交際が盛んになり
過ぎると、離婚率も世界一といっていいくらいに高く
なることから、「婦人も大に考慮されて、中庸を採り、
極端に走らぬやう、程の宜しきに止まりたいもの」と
述べる。（p.32）
⑵ 男女混合教育の問題
新渡戸稲造は、女子の高等教育は奨励すべきだが、
男女混合教育をするには日本はまだそこまで開けてい
ないようなので当分の処駄目であるという。（p.195）社
会的にも、一般に女子が男子同等と見做されている西
洋ならば、男女混合教育は可能であろうが、そうでな
い現今の日本では弊害が多いだろうと述べる。まだ日
本の男子には、女子は都合のよい玩具品だという風な
先入観念が取れない様であるという。また、女子の方
でも玩弄されていて少しも恥じる処がないどころか、
寧ろそれを喜んでいるという。このように、「男子も悪
いが女子も怪しい」と述べる。
５．理知的進歩の必要性
概して日本の婦人には言語や動作の美という特徴が
あると同時に、理性に乏しいという欠点があるという。
（p.66）人生を美術的に趣味的に渡ることは無論悪いこ
とではなく、一方には言葉にいわれぬ深味があるが、
多くの場合には表面的に流れ易いものであることか
ら、日本の婦人に対してはもっと知識の養成を促した
いと思うと述べる。（p.68）教育は女が本能的に持って
いる常識をかえって破壊するという世間の批難に対し
て、女の常識は、十分なる教育を与えることによって
完成すると反論する。そして女学生の令嬢達が満足に
御飯も炊けず、菜の料理も出来なくて、かえって教育
のない女にはそれが出来るという批難に対しては、令
嬢方がなお一層教育の力に依ったならば、完全なる御
飯も料理も出来るようになって、今度は教育の無い女
のそれよりも、かえってより以上の美味しい物が出来
るようになると述べる。（p.138）さらに、万が一の不幸
に打克つことができるためにも、せめて独立自営する
に足る位の教育を受けておく必要性があると述べる。
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結婚の衣装に大金を投ずるだけが親としての責任では
なく、その娘に保険料でもかける様な考えで、進んで
高等教育を授け、「衣装以上の頭」を持参させるように
したいものであるという。（p.195）
5.1.生理学や化学は日々実用すべき学問
生理学や化学は単に机上の学問ではないという。こ
れらは日々実用すべきもので、家族の病気の際などに
こそ用いるべきものであると述べる。そしてこれらの
知識は学校で受けただけでは不十分なので、学校以外
において習得補足しないといけないという。（p.66）
5.2.学問の力が常識の程度、標準、品位を高める
常識は学問で得られるものではないが、学問の力に
よって、常識の程度、標準、品位を高め、そしてこの
高き常識と智識によって人格の光輝が生ずるものと信
じると述べる。（p.157）
5.3.衛生、経済、便利を顧慮すること
今日中流以上の家庭では、必要上応接間だけは西洋
風に改まったけれども、台所は矢張り昔のまま、ほと
んど奈良朝時代の旧式なものが多いようだという。今
日の眼から見れば、衛生、経済、便利とかいうことは、
全く顧慮しなかったらしく、昔のままの台所が多いが、
大切な食物を取扱う台所は如何に改良すべきか、西洋
人は如何に台所を構えるか、こんなことにも眼を注ぐ
必要があると述べる。（p.174）
5.4.善いことならどしどし採用すること
武士道の起こらぬ前の我々の祖先は、極めてのびの
びしたものであったであろうと思うと述べる。鎌倉時
代、武士道が始まって以来、腹が減ってもひもじくな
いといい、痛くても痛くないといい、悲しくても悲し
くないというような風が生じて、それがためどれほど
人間を縮めたか分らないという。これからは、日本国
民であると同時に、人間としてという所に考えを置い
て、たとえ自分の国のものでなくとも、善い事ならど
しどし採って、自分の向上発展の素材としないといけ
ないと述べる。（p.176）今日の風俗習慣や、あるいは二
三百年来の風俗習慣を捉えて、純粋な大和民族の風俗
習慣だという習慣を打破し、眼を広く遠い昔に馳せて、
真の日本人ののびのびした風習に立ち帰りたいとい
う。しかもそれが今日のいわゆる西洋風に似通ってい
るので、そう考えたならば、こせこせした狭苦しい小
さな事を一々遵奉する要が大いに減ずると思うと述べ
る。
5.5.婦人の知識欠乏は子女の教育に大なる影響を及
ぼす
知識というものは、膏
あぶら
のように滑らかに頭に入らな
ければならぬものという。その意味するところは、例
えば子供が「お母さん、独逸は何処にあるのです？ 波
蘭といふところは何処なんでせう？」と訊いたときに、
「お母さんはそんなことは知りません。」と言わないで、
「さあお母さんも忘れてしまひましたが、坊やと一緒に
地図を出してみませうね」という風に仕向けることで
あるという。ところが日本の母親にはそういう態度が
欠けているために、学校の教場で、先生の「独逸は何
処にありますか？ 波蘭は何処です？」といった風に
四角四面の態度によって子供の頭に詰め込まれて、ご
つごつとした消化しない知識になってしまうと述べ
る。（p.199）
６．日々の心得
6.1.見越倫理は物足りない
今日どの学校でも修身道徳を教えているが、多くは、
見越倫理つまり日常、事物に接しての教訓ではなくて、
後来何か異変のある場合、その他日を見越して前もっ
てこれに応じる道を教えていることに不満を述べる。
（p.110）そして良妻賢母の教訓も見越倫理であるとい
う。良妻賢母は、決して悪いものではなく、飽くまで
これを奨励し鼓吹すべきものであるが、ただ遠いとこ
ろばかり見越し、その手近な足元のことが忘れられて
いるのを悲しむと述べる。このように新渡戸稲造は、
その日その日を送るにどうしたらよいかを教えること
が忘れ去られていると指摘する。それにはどうすれば
よいか、彼は言う、まず朝目が醒めたら、直に床の上
で有難いと思えと。（p.111）そして、たとえ僅少のこと
でも愉快の方面に解釈して、人生を楽しく感じ送るべ
きであると思うと述べる。
6.2.この世を愉快に思い、人生を楽しく送る
この世を愉快に思い、人生を楽しく送ろうとするに
は、まず他人の欠点短所を見てはならぬという。（p.
114）そして他人の短所欠点を見ないと同時に、もし見
たときにはこれを許し容れる雅量がなくてはならない
と述べる。願わくは自己の欠点は益々矯正するように
努めるとともに、他人に対しては飽くまでも寛容に深
切でありたいものと述べる。（p.213）殊に日本の婦人
は、人に接するに愉快な心持を欠いているように思う
という。にこにこして、多数のたすけを得て向上発展
するのが、最も賢い方法であって、我人共に愉快のう
ちに修養を得て、そうして多くの人の長所により自分
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の短所欠点を矯正して、人情を顧み、謙遜な態度によっ
て、常に気持ちよく愉快な心を持って、子供にも夫に
も舅姑にも下婢にも、その他多くの人々にも接するよ
うにありたいと思うと述べる。（p.100）
6.3.感謝の念
婦人が生まれ、妙齢になり、人の家に嫁ぎ、子を持
ち、遂には老婆となるというライフステージを経
たて
糸
いと
と
すると、その人生は日々の心得という緯
よこ
糸
いと
を稜に入れ
なくては完うしないと述べ、それは感謝の念であると
いう。（p.118）近頃は、当方にそれだけの金銭を出せば、
先方にそれだけのことをする義務がある、その間に恩
ということも、有難いといふことも何も無いと理屈を
いう人があるが、それは当方も先方も「器械」と看做
せば、その間に何等心理関係は存在しないが、先方も
自分も人である以上は、何事を行なっても、心と心の
通いが行われるという。（p.124）
７．女子の人格の姿
人格が無視されるのは事実女子が自己の人格を自覚
しないからであるという。（p.106）
7.1.天真爛漫
婦人のみに限るわけではないがと断ったうえで、新
渡戸稲造は、ことに我国の婦人は、快活に、無邪気に、
打ち解けて晴れ晴れと語り合うことができないようで
あると述べる。自分を守ろうとする心が絶えず自分を
縛るために、ゆったりと伸び伸びした心持になれない
のであるという。すでに邪念を去って無邪気になるこ
とは、子供の心になることであるから、子供の心になっ
て語りさえすれば、罪をも、汚れをも醸すはずがない
という。（p.161）そして、婦人も修養ができれば、すべ
てにおいて迫らない美わしい点があらわれて、いかに
も天真爛漫とでもいうような態度になると述べる。（p.
24）
7.2.外柔内剛
女子が長じて「我は女なり」という性の観念が解り
かけると、普通にいう恋愛ではない、一種男性に対す
る「慕はしさ」をおぼえて来ると述べ、これは松にな
よなよとからみ付く蔦の美しさであるという。（p.79）
しかし今日の男子の多くが芸者の一声一笑に迷って堕
落するのをやめさせようと思うならば、事柄によって
は芸者に取って代わる覚悟が必要だという。そうなる
ためには表面はあくまでも優しく、いわゆる外柔で、
愛嬌好く、内に凛呼たる気骨を備えて、あたかも石を
真綿で包んだようでなければならないと述べる。（p.
106）女は女の長所、特色を発揮して、ますますこれを
磨き、人に対するというよりも、むしろまず自己に対
して身を修める心がけがなければならない。この素養
があって初めて周囲を美化し、己に近づく万人をして
恍惚たらしむること、かの梅花（いろいろ心配なこと
があって屈託していた彼の胸をさらりと晴らせて気も
すがすがしくさせた梅の花）の如くでありましょうと
述べる。（p.108）
7.3.表情
日本の婦人は表情ということにはあまり重きを置か
ないが、色を白くすることにはなかなか苦心している
ように見えるという。そしてただ白いばかりで何の表
情もないノッペリした顔は、丁度人形を見るようで、
活き活きしたところがないから、何か物足りない心持
ちがすると述べる。日本婦人の美は十分に認められる
が、ただ惜しいことには、心の働きが顔に出ないから、
人格が現れないという。即ち表情がないという点につ
いては、日本婦人は表情美を誇りとする西洋婦人に及
ばないと述べる。「美とは美をなす業」という西洋の言
葉があるように、美というものは形に現れたものでは
なく、美をなす業であって、無形のものであるから、
心の美が外に現れて美をなすという（p.162）
7.4.小人を以て居ること
世に君子を衒う人は多くあるが、小人を以て居る人
は少ないので、万事形式的に流れ、弱き人情を無視す
るようになると述べる。そして婦人方がよくこのこと
を思い、謙遜な態度を以て、子供に向かっても大人に
対しても、その他親しく接する人に対しても、自己の
短所欠点を指摘してもらい、これらのたすけを借りて
自己を矯正し、長所の多い人格となることを希望する
と述べる。（p.180）そのためには誠と誠の交わりが必要
であり、「人生にこれ（誠と誠の交わり）ほど頼もしい
ものがありましょうか」という。（p.172）
7.5.失われた自尊の心の復活
若い男女が途中で出遭って、ややもすれば眼や口や
手で物を言い交わすようなことが、日々夜々行なわれ
ているという。そしてこの今日の社会現象は、「西洋か
ぶれ」の新渡戸稲造でさえ、西洋でもあまり見なかっ
たことだと述べる。この点においては、今日の婦人の
常識の不足を深く憂えている人々とともに、深く憂え
ざるを得ないと述べ、その原因として第一に今日の教
育を非難したいという。なぜならそれは婦人各自に自
尊心を持つように教育していないからであるという。
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自尊心がないと己を軽く見て、知識ばかりを重く見る
ので、人格の光は知識に覆われてしまい、大事な常識
は除けられて、知識しかも上つらの知識ばかりがその
地位を占めるようになるので、無常識になるのは当然
であると述べる。婦人に十分自尊心があれば、決して
その身を軽んずるものではないという。そして教育界
と家庭に対して、若い婦人一人一人がよく自尊の風を
保つように、しんみりと考えてもらいたいと注文を呈
する。学問という重荷のために、余り多く失われた自
尊の心を復活せよと述べる。この一事が成就すれば、
婦人の常識は養い得られると結論する。（p.158）
7.6.霊的にとらえた良妻賢母
人間として守るべき道と女子として守るべき道が異
なる理由はないことから、女子とても確乎として独立
した個性、即ちただ一人でも世を渡るという考えが真
に必要であると述べる。教育者は、天を相手に世を渡
れよと導かねば真ではないという。そして妻君が人間
として良ければ、良妻になり、母なる婦人が、人間と
して賢なれば、賢母となると述べる。（p.78）そこから
良妻賢母の意義を現今のよりは一層高く、即ち精神的
にとり、霊的に考えて、教育事業をもって夫とし、自
ら教える子女を我が子とし、慈善をもって我が夫と定
め、孤児をもって我が子となし、学問あるいは芸術を
もって精神的な夫とするような良妻賢母の新意義につ
いて主張する。
7.7.高尚な趣味
婦人が社会の一員となり、家庭の一人となる以上は、
他人に及ぼす感化、他人に及ぼす影響ということを考
慮の中に置かねばならないことから、趣味についても
周囲の人に迷惑を及ぼさない悪い感化を与えない程度
において、むしろ良い感化を与える意味において高尚
な趣味を選び、美しい趣味を発揮しなければなるまい
と思うと述べる。（p.44）そして獣性が人間に対して大
いなる力をふるっている理由は、獣的以上の性が人間
に在るからであり、この神性あるがために人間の真価
が発揮され、この神性を発揮する処に、高尚な趣味を
生ずると主張する。（p.45）
7.8.己を捨てる
新渡戸稲造は、「献身とは何」の見出しの随想におい
て、これに類する例はたびたび耳にするとして、かっ
て自分の知っている家庭に起きたことを語る。（p.52）
大層不 な夫が家をよそに遊び歩いた結果、ついには
一人の女と同棲して全く家へ寄りつかないので、残さ
れた妻子は窮乏に陥り、妻は幾度か夫の居所を訪ねて
窮状を訴えたが、戻って来なかった。妻は夫が戻って
来ないのは子供の世話をする自分がいるからであり、
いっそ自分がなかったなら夫も子供の愛にひかされて
帰ってくるだろうという考えから自殺した。これには
夫も初めて目が覚めて、前非を悔い、家に戻って忠実
に働くようになったという。この例のように、婦人の
側に比較的不幸の多いのは、日本の風俗習慣に欠陥が
あるからであると述べる。その理由について、男子の
自由勝手は世で許し、婦人に求めることが頗る多くか
つ厳重であり、それにもかかわらず女子の教育がはな
はだ低いことによる男女間に潜む「何か一種の無理」
の存在を指摘する。このような「何か一種の無理」が
引き起こす「自殺」とは違った意味での「己を捨てる」
例についても述べる。すなわちあらゆる悪評を受ける
ことを、百も千も合点をしておりながらも、甘んじて
自分の名を犠牲にして、信ずる方面に活動する婦人の
例を挙げる。（p.132）そして、己に退いて深く考え、己
を全然捨てるだけの覚悟が出来たなら、世に出でて活
動に従事するも可、引退もまた可であるという。（p.
133）
８．女子の人格的発展を妨げる要因
8.1.日本の問題
日本では人の人格を認めることについて、非常に欠
けているところがあると想うと述べ、それは人を接見
する時に、最もよく表れることで、服装や肩書きの一
切を除き去った本来一個の人格として話をしないで、
先ず官位や肩書を以てその人を律することであるい
う。（p.47）また日本では人格と人情を基礎としないで、
ただ命令的に親孝行を強いるという。（p.87）「人を見た
ら盗賊と思へ」という言葉があるが、相互にこういう
心持ちがあるからこそ、自己の真意を伝えることもで
きず、また他人の真情を率直に受け取ることもできな
いのではないかと助言する。（p.89）すべての虚飾を
去った人間対人間と云う、謙遜な博大な態度が欲しい
と思うと述べる。（p.47）
8.2.家庭の問題
日本では、妻を愛するということはあるが、ほんと
うに妻の人格を認めることがないために、敬うという
ことがないと述べる。そして日本の家庭において、もっ
と必要だと思うことは、夫婦が相互の人格を認めて、
互いに敬愛し合うことであるという。（p.46）
8.3.婦人の相談相手が無いこと
現代の日本婦人には相談相手がないために煩悶のや
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り場がなくて、些々たる事に悶々としている者が沢山
あることから、女子のために煩悶のやり場を開いてや
ること、相談相手となってやることが必要であると述
べる。（p.147）この想いは婦人に対する類い稀なる相談
者としての新渡戸稲造の実感であると思われる。
8.4.学校教育の問題
学校では単に器械的に、注入的に多数の学科を習わ
せるだけで、思考する稽古をさせないという。今の教
育は生徒をして思考させる余裕のない位に、余りに注
入的に失していて、形式さへ整えれば精神はどうでも
よいといふ風に、ただ表面を飾る事ばかりに気を奪わ
れていると述べる。（p.150）何の為に学校に行くか、何
の為に学問するかを考える者は少なく、虚栄のため、
形式的の資格を得んため、漠然と朝袴を着けて出かけ、
６時間ないし８時間を形式的に過ごして、やがてまた
漫然と帰ってくる。そして一定の年限の後形式的に卒
業すれば、世間は目をそばだててこれを見て、教育あ
る婦人として実力以上に買いかぶる。本人は天晴れ学
者にでもなった気になって、到る所に一知半解な新知
識をほのめかす。自分はまだ徳の足らぬ小人である、
浅学不才の娘であるといふことを自覚してこそ、家庭
も平和に、朋友間の交際も円満に行くという。我こそ
新教育を受けた才媛などと自慢の心が兆しては、もう
向上進歩は止まるだろうと述べる。また、上述したよ
うに、婦人各自に自尊心を持つように家庭においても
学校においても教育していないという問題があること
を新渡戸稲造は指摘する。
９．形而上のことの理解
処女時代ほど一足飛びに品性を高尚にせしむる時代
は少ないと思うという。（p.18）そして自分の人格を高
めて、生涯を通じて動くべき動機を得るのは処女時代
に宗教観念を養うのが策の最も得たるものと思うと述
べる。（p.21）宗教の何たるを問わず、形而上の考えを
養成せざる間は、女子の弱点の矯正は不可能であると
思うという。（p.152）善と見てなし、悪と思ってこれを
断つ勇気は、平生の修養によって初めて生ずるので、
学問芸術ばかり勉めたとて出来るものではないと主張
する。（p.16）総じて形而下の現象は、形而上の存在を
表現するという強い所信をもっており、日々の事に当
たるについてこの考えを起こすという。（p.206）
10．新渡戸稲造が求めた女子の人格（person）
の特徴
10.1.天地の中に我一人なり
人は己を慎むと同時に、天地の中に我一人なりと信
じ、深夜しみじみと行を積む間に、いうべからざる力
ができる、それが即ちパーソン（人格）の生まれる時
であると述べる。（NIZ6西洋の事情と思想 p.567）その
時に人間が消えて、パーソンが生まれるので、トワイ
ス・ボーン・メンといい、一方、神ながらというのは、
一度生まれた人間、すなわちワンス・ボーン・メンを
いうと述べる。（NIZ6西洋の事情と思想 p.567）人格を
高尚にすること、すなわち全ての点に円満なる人間を
造ることをもって、教育、学問の最上の目的とすべき
ものではないかと思うという。（NIZ5教育の目的 p.
227）人間は横の空気を呼吸するのみで、活
いき
るものでは
なく、縦の空気をも吸うものであることを知ってもら
いたいと述べる。横の空気を呼吸するとは、多数凡衆
の社会的関係つまり人間と人間との関係において生き
ることであり、縦の空気を吸うとは、人間以上のもの
との関係に生きることである。何の宗教といふことを、
ここで彼是いうことを好まない。ただ人間以上のもの
がある。そのあるものとの関係を結ぶことを考えれば、
それでよいのであるという。この縦の関係を結び得た
人にして、始めて根本的に自己の方針を定めることが
出来る。自分がかくかくの仕事をするのは、上からの
命である。上への義務である、上なる者と共に働き、
共に結果を楽しむのであると述べる。（NIZ7修養 p.
57）人間として世を渡るときは、社会を脱しても社会
から爪弾きされても、人間として僕は僕で行くという
位迄いったならば、占めたものだという。（NIZ7修養
p.345）いわゆる世の道を離れても、自己の所信を貫き、
自信のあるところを決行せよという。道なるものは、
自己に存するもの、「心外無別道」であるからという。
このように人格は、沈思による内面的自己の二度目
に生まれる我であり、それは人間以上のものとの関係
に生きる我であり、いわゆる世の道を離れても、自己
の所信を貫き、自信のあるところを決行する我であり、
その意味において天地の中に我一人なりと自覚する我
である。このようにして誕生した人格は男子であれ女
子であれ変わることのない我であると思われる。しか
しながらこの人格に至る過程と人格の社会的な位置づ
けは男女によって異なると新渡戸稲造は考えていたよ
うに思われる。それは男子を対象とした「修養」およ
び「自警」では「克己」という課題が採りあげられて
いるが、婦人を対象とした「婦人に勧めて」および「一
人の女」においてはそれが採りあげられていないこと
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からも示唆される。
10.2.克己
新渡戸稲造は「修養」第６章「克己の工夫」におい
て、「己に克つとは、情慾を制する義である」と定義す
る。孔子の「七十にして心の欲する所に従へども矩を
えす」の言葉を引用して、心の欲する所を行なって
も程度を越えないことが「克己の最上」であろうと思
うと述べ、以下のように説明を加える。外部の道と己
の心とが吻合し、つとめないでその為す所が道に中る
のである。一般公衆の善とする所と、己の利とが別な
ものでない。故に己の欲する所をドシドシ行っても、
それが直に一般公衆の利となる。即ち小我が無くなり、
世界を以って大我とする故、すること為すことが矩を
えないのである。この境遇に達するには小我を捨て
ねばならない。普通にいう己、即ち他の公の利益に相
反した一個人の利益を捨てることになる。これは己に
克って克って、克ちぬき、そして己を殺すによって達
せられるのである。むろんこの場合に殺される己は仮
己である。仮己を殺して益々発揮する己は真己である。
身我が殺されて心我がいよいよ活きる所以である。そ
してこの犠牲的の思想がなければ、世界の進歩は望ま
れないと述べる。また「人が国の為め、親の為め、一
身を犠牲として、莞爾として死に就くは、一朝にして
出来ることでない。毎日己に克ち、己以上の事に身を
捨つることが段々と重なり合って、然る後出来ること
である」と述べる。（NIZ7修養 p.136）
「小我」ないしは「仮己」を克己して到達する「世界
を以って大我とする」ないしは「仮己を殺して益々発
揮する真己」という「境遇」を想定しているという意
味において、新渡戸稲造はモダンな人格像を想定して
いるということができる。なぜならモダンでは、われ
われ自身について省察するときやわれわれの欲望が操
作されたり、ゆがめられたり、強制的に形成されてい
るか否かを判別するときに、参照あるいは相談できる
〝真"の自己を想定するが、ポストモダンにおいては、
内観により発見される単一の透明な主体性としての人
格の単一な形状学的な説明を拒否する??からである。
それでは新渡戸稲造は一貫してこのモダンな人格像だ
けを想定していたかというと、答は否である。なぜな
ら上述したように、人間として世を渡るときは、社会
を脱しても社会から爪弾きされても、人間として僕は
僕で行くという位迄いったならば、占めたものだとい
い（NIZ7修養 p.345）、いわゆる世の道を離れても、自
己の所信を貫き、自信のあるところを決行せよという。
道なるものは、自己に存するもの、「心外無別道」であ
るからと表明しているからである。
10.3.己を捨てる
婦人を対象とした「婦人に勧めて」および「一人の
女」においては「克己」が採りあげられていないこと
は、新渡戸稲造が女子の人格においてはモダンな人格
像を想定していないことを示唆する。これらの著作に
おいて、婦人は概して情熱的であるゆえ、自然猜疑と
か嫉妬とかいう感情に囚われやすく、遂には人を怨む
ことがありがちであると述べている（p.22）ように、「情
慾を制する」必要性を認めているものの、その工夫の
方向性は男子の場合のいわば一枚岩の「克己」とは全
く異なる。上述したように、あらゆる悪評を受けるこ
とを、百も千も合点をしておりながらも、甘んじて自
分の名を犠牲にして、信ずる方面に活動する婦人の例
を挙げる。（p.132）そして、己に退いて深く考え、己を
全然捨てるだけの覚悟が出来たなら、世に出でて活動
に従事するも可、引退もまた可であると述べる。（p.
133）ここでは「克己」という言葉が使われないで、「己
を捨てる」という表現が使われていることと、その覚
悟ができたならばその行動はどちらでもよいと述べて
いる点に注目したい。また、すでに述べたように、に
こにこして、多数のたすけを得て向上発展するのが、
最も賢い方法であって、我人共に愉快のうちに修養を
得て、そうして多くの人の長所により自分の短所欠点
を矯正して、人情を顧み、謙遜な態度によって、常に
気持ちよく愉快な心を持って、子供にも夫にも舅姑に
も下婢にも、その他多くの人々にも接するようにあり
たいと思うと述べる。（p.100）このように欠点克服の工
夫においても自制的な方向ではなく、周囲との
relationalな方向での解決を述べる。さらに、「新年に
際しての三重の覚悟」の表題のもとに、とりわけ日本
の婦人は新年に当たって、三重の覚悟を要することと
思いますと述べ、国家の上から見た自己、家庭の上か
ら見た自己、個人としての自己を挙げて説明する。す
なわち日本は幸いにして武力の戦争には勝った（日露
戦争のことと推定される）が、経済戦争は益々激しく
なるばかりであろうから、経済に意を注ぎ、奢侈を戒
めるよう、覚悟すること、屠蘇を酌むにつけ、苦いも
辛いも一つ盃から飲み乾すように、一家は皆苦楽を共
にしなければならないという覚悟をすること、自分の
欠点の覚書を箇条書きにしておいて、矯正するように
心がけることで、品性を高尚に保ち、徳義に背かない
だけの覚悟を持つことを要求している。（p.211）このよ
うな多元的な自己は、独立した、権限のある、正統的
な agentであるだけのモダンの自律的自己??を超えて
いる。
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11．おわりに
新渡戸稲造は、婦人の人格においては、行為、思想、
判断の背後において働いている安定的主体ないしは自
己という考えを疑う??ポストモダンな人格像を想定し
ているように思われる。ポストモダンは、散文におけ
る表現、反省、知識だけでなく、詩の形による表現（リ
ズム、音、音楽性、象徴形態の官能性）を大切にする???
という意味においても、２ないし３例の女性の身の上
話より構成されている各序説の最後には必ず数種の和
歌が添えられている「一人の女」の表現方法自体がポ
ストモダンの新渡戸稲造の側面と矛盾しない。さらに
①無意識的駆動と諸関係、②自己の経験と省察の根本
的に身体的、形態的性質、③思考は言語であり言語の
意味は省察活動のほか、身体、社会、政治活動に従属
して構造化されていることを強調するポストモダンの
自己像???と新渡戸稲造が望む女性像とは矛盾しない。
そして、他者と共通の関心事項についてディスカッ
ションし集合的に塾考するためには、第一人称の視点
から自身の動機、感情、判断、価値が表現されること
を社会的・対人関係コミュニケーションは要求し、相
互理解の過程を歩むためには、コミュニケーション力
学は自己表出を必要とする???が、新渡戸稲造の求める
女子人格像はその社会的要求に十分応えられるもので
ある。そして、共依存により、自ら進んでなる奴隷、
卑屈な主婦、タリバンの女性メンバーのような幸福な
奴隷に陥る危険がある関係的自律（relational auton-
omy)???の危険性を十分に考慮している人格像である
と思われる。これらの点を考慮すると、新渡戸稲造の
求めた女子人格像はポストモダンの多様性とともに女
性としての自律性が求められる現代においても通用す
るものである。
新渡戸稲造の男子に求める人格像には、世界を以っ
て大我とするモダンな人格像と世の道を離れても、自
己の所信を貫き、自信のあるところを決行するポスト
モダンの人格像とがあった。この両者の関係および女
性のポストモダンの人格像との関係については今後の
課題としたい
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